























































































































































































































































































The study of chemical bonds with handling of 
materials
歯学部准教授　遠藤忠利
6.　まとめ
　この授業では、学生は今までの個々の知識と経験を
用い、さらにグループで話し合ってサンプルの同定を
行なっていた。一つ一つを決めていくと最後に知識と
合わない物質が残る。そこでまた考えるという繰り返
しで答えを導いていた。また、学生の解答の中には、
同定した理由を「見ため」「感じ」と書くこともあった
が、そのような場合はどのような「見ため」なのか、
どのような「感じ」なのかを書くように指導した。文
章としてその物質の特徴を書くことにより、それぞれ
の結晶、結合の特徴を理解、確認することができる。
いろいろな物質を見たことが無い学生、結合という概
念で物質を見てこなかった学生に化学の授業を行うと
きの助けになると考えられる。多くの物質サンプルを
集めて、実験、体験を含め授業の中に取り組むことは
多くの教育効果が得られると考えられる。3）なお、こ
こで用いた鉱物サンプルは筆者がミネラルショップ等
で購入した個人所有物である。化学薬品と異なり、一
点ごとに個性があり、集めるのに時間を要する。
7.　おわりに
　ここで、演習で用いたいくつかのサンプルの写真を
示す。写真なのではっきりしないが、学生が前述のど
の物質かを判断した過程を体感できる。
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